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■特集　平成22年度大山崎町当初予算 P２
■子育てが楽しい町ってどう？ P６
■住宅用火災警報器購入・設置費を助成 P８
■７月１日木から空調機使用料を徴収 P８
■各種融資制度利用者に保証料を補助 P９
■情報公開・個人情報保護制度 P10
■人間ドックなどの費用を助成 P11
■お知らせします。投開票結果 P11
■初夏の大山崎、時代を越えた名建築を訪ねて P12

今月の主な内容

す
ご
い
迫
力
！

け
ん
か
神
輿
は
熱
か
っ
た
。

【
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
】



2広報おおやまざき

特  集

大 山 崎 町

当 初 予 算

平成 2 2年度

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
、
２
月
15
日
か
ら
開
か
れ
た
第

１
回
町
議
会
定
例
会
の
予
算
特
別

委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
争
点
は
、
子
育
て
支
援

医
療
費
助
成
の
支
給
対
象
を
拡
大

す
る
た
め
の
増
額
と
、
国
史
跡
で

あ
る
大
山
崎
瓦
窯
跡
用
地
の
追
加

購
入
費
用
の
２
項
目
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
で
否
決
と
な

っ
た
予
算
案
か
ら
こ
の
２
項
目
を

削
除
し
た
修
正
案
が
議
員
７
人
の

連
名
で
提
出
さ
れ
、
３
月
23
日
の

最
終
本
会
議
で
、
原
案
か
ら
１

億
１
，７
３
８
万
円
の
減
額
と
な

る
、
総
額
46
億
９
，０
６
２
万
円

で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
賛

成
少
数
に
よ
り
否
決
と
な
っ
た
水

道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

水
道
業
務
の
運
営
に
支
障
の
な
い

よ
う
６
月
末
ま
で
の
暫
定
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

※ 

第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
の
予

算
審
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

６
月
発
行
予
定
の
議
会
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い

① 

協
働
と
住
民
参
加
を
基
本

に
、
多
様
な
力
と
話
し
合
い

を
通
じ
て
、
将
来
に
向
け
て

地
域
力
の
い
っ
そ
う
の
強
化

を
め
ざ
す

② 

福
祉
・
暮
ら
し
を
支
え
、
教

育
環
境
の
整
備
と
次
世
代
を

支
援
す
る
町
づ
く
り
を
す
す

め
る

③ 

商
工
・
観
光
資
源
の
発
掘
と
、

地
域
活
力
の
振
興
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
輝
く
元

気
な
町
づ
く
り
を
す
す
め
る

④ 

天
王
山
と
三
川
合
流
、
水
と

緑
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
を

活
か
し
、
資
源
環
境
問
題
の

諸
課
題
に
応
え
る
町
づ
く
り

を
す
す
め
る

⑤ 

多
様
な
世
代
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
こ
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

安
全
・
安
心
の
心
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を
す
す
め
る

⑥ 

可
能
な
限
り
新
た
な
住
民
負

担
増
を
回
避
し
な
が
ら
、
無

駄
の
な
い
合
理
的
な
町
政
運

営
を
貫
き
財
政
再
建
に
努
め

る

一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
修
正
案
を
も
っ
て
可
決

水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
昨
年
度
に
続
き
否
決

会
計
別
予
算
額
の
内
訳

平
成
22
年
度

町
長
の
重
点
施
策

前年度より11億7,000万円近い減額も
実質額は前年度とほぼ同額

一般会計予算46億9,062万円
平成22年度当初予算は、前年度と比べ11億6,738万円（△19.9
％）の大幅な減額となりました。これは主に、前年度に計上し
ていた中学校建設事業費13億5千万円のほぼ全額が減少したこ
とと、平成22年度で「子ども手当」支給事業費１億7,500万円
を増額したことによるものです。これらを除いた比較では、平
成21年度が約45億800万円、平成22年度が約45億1,500万円
となり、ほぼ同額となっています。

問＝税財政課財政管財係　☎956-2101（内371）

会
計
名

平
成
₂₂
年
度
予
算

一
般
会
計

₄₆
億
9
，0
6
2
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

₁₅
億
2
，2
7
6
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

6
億
1
，7
6
2
万
円

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

2
0
0
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

9
億
2
，3
6
1
万
3
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計

1
億
8
，2
9
0
万
2
千
円

自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

1
億
2
7
8
万
4
千
円

区
有
財
産
管
理
特
別
会
計

4
，3
8
0
万
3
千
円

特
別
会
計
合
計

₃₃
億
9
，5
4
8
万
2
千
円

総
計
（
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）

₈₀
億
8
，6
1
0
万
2
千
円
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歳
入
不
足
の
実
情
は
今
年
度
も
変
わ
ら
ず

　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
は
、

前
年
度
と
比
べ
８
，５
４
７
万
４

千
円
の
大
幅
な
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
減
額
の
主
な
要
因

は
、
町
民
税
の
う
ち
法
人
分
の
急

激
な
落
ち
込
み
で
、
前
年
度
と
比

べ
６
千
万
円
（
△
44
・
４
％
）
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付

税
は
、
前
年
度
と
比
べ
２
千
万
円

減
額
の
１
億
５
千
万
円
を
計
上

し
、
普
通
交
付
税
の
振
替
措
置
で

あ
る
一
般
財
源
扱
い
の
臨
時
財
政

対
策
債
は
、
前
年
度
か
ら
１
億
４

千
万
円
増
額
の
４
億
４
千
万
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町

税
収
入
の
減
収
見
込
み
分
を
普
通

交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
で
補

い
、
歳
入
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
前
年
度
予
算
総
額
が
大
き
く
な

っ
た
要
因
で
あ
る
中
学
校
再
構
築

事
業
の
関
連
予
算
は
、
前
年
度
と

比
べ
、
国
庫
支
出
金
が
２
億
８
，

８
０
０
万
円
、
財
産
収
入
が
２
億

７
，１
０
０
万
円
、
諸
収
入
が
３

億
９
，５
０
０
万
円
、
基
金
繰
入

金
が
３
億
９
，５
０
０
万
円
、
そ

れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
・
20
年
度
決
算
で

２
年
連
続
黒
字
と
な
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
町
の
財
政
運
営
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
硬
直
傾
向
を
脱

す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
で
は
、
町
税
の

見
直
し
に
よ
り
約
２
億
１
千
万
円

の
歳
入
確
保
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
見
直
し
を
延
期
し

て
お
り
、
こ
の
分
の
歳
入
不
足
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
中
学
校
建
設
に
係
る

財
源
の
一
部
と
し
て
見
込
ん
で
い

た
、
多
目
的
広
場
代
替
地
の
道
路

用
地
へ
の
転
用
に
よ
る
売
却
収
入

約
３
億
円
を
、
そ
の
他
の
事
業
に

充
当
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
中
学
校
建
設
費

に
対
す
る
国
庫
負
担
金
が
見
込
み

以
上
に
確
保
で
き
た
こ
と
、
全
体

事
業
費
を
圧
縮
で
き
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
平
成
22
年
度
予
算

で
は
、
こ
の
売
却
収
入
の
一
部
１

億
５
千
万
円
を
財
産
収
入
に
計
上

す
る
こ
と
で
歳
入
不
足
を
カ
バ
ー

し
、
か
ろ
う
じ
て
歳
入
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。
本
町

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

一
般
会
計 

▼
▼
▼ 

歳
入

町税の内訳

歳入
46億

9,062万円
（構成比）

町税
26億66万2千円
（55.4%）

地方譲与税� 3,700万円（0.8%）
地方特例交付金� 2,780万円（0.6%）
自動車取得税交付金� 1,500万円（0.3%）
利子割交付金� 1,200万円（0.3%）
配当割交付金� 500万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金� 320万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金� 200万円（0.0%）
� （2.2%）

繰入金� 6,350万円（1.4%）
使用料および手数料� 5,303万4千円（1.1%）
寄附金� 602万2千円（0.1%）
繰越金� 500万円（0.1%）
� （2.7%）

諸収入
1億273万7千円

（2.2%）

財産収入
1億6,296万7千円
（3.5%）

町民税（個人） 8億9,247万円6千円
（34.3%）

1億2,400万1千円
（4.8%）

4億8,016万4千円
（18.5%）

9億9,788万4千円
（38.4%）

9,080万円
（3.5%）

1,533万円7千円
（0.6%）

町民税（法人）

固定資産税（個人）

固定資産税（法人）

町たばこ税

軽自動車税

分担金および負担金
9,368万1千円

（2.0%）

国庫支出金
3億6,093万7千円

（7.7%）

町債
5億6,430万円
（12.0%）

地方交付税
2億1,000万円

（4.5%）

府支出金
2億3,178万円

（4.9%）

地方消費税交付金
1億3,400万円
（2.9%）

自主財源

依存財源

歳入 目的別グラフ

※�カッコ内は各項目の、町税
全体に占める割合です。
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人件費
13億6,197万1千円
（29.0%）

歳出
46億

9,062万円
（構成比）

扶助費
6億6,550万2千円
（14.2%）

補助費など
7億4,216万1千円

（15.8%）

普通建設事業費
1億3,163万4千円

（2.8%）

物件費
7億6,439万8千円

（16.3%）

維持補修費
3,894万8千円

（0.8%） 繰出金
4億7,778万5千円

（10.2%）

公債費
4億6,525万5千円
（9.9%）

�貸付金� 3,160万円（0.7%）
�積立金� 636万6千円（0.1%）
�予備費� 500万円（0.1%）
� （0.9%）

義務的経費 投資的経費 消費的経費

歳出 性質別グラフ
子
ど
も
手
当
支
給
制
度
に
よ
り
扶
助
費
が
大
幅
な
増
額

　「
福
祉
・
く
ら
し
を
支
え
る
町

政
」
を
掲
げ
て
い
る
平
成
22
年
度

予
算
。
可
能
な
限
り
住
民
の
負
担

増
を
回
避
し
な
が
ら
、
こ
の
転
換

点
を
次
の
展
望
に
向
か
っ
て
乗
り

こ
え
て
行
く
こ
と
を
、
最
も
基
本

的
で
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
化
し
た
住

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
、

公
共
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
、
住
民
・
行
政
・
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
な
が

ら
、
協
力
し
て
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
歳
出
予
算
の
特
徴
を
性

質
別
で
み
る
と
、
人
件
費
が
８
９

１
万
５
千
円
（
０
・
７
％
）
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

前
年
度
に
計
上
し
て
い
な
か
っ
た

教
育
長
の
給
与
費
を
計
上
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
扶

助
費
は
、
子
ど
も
手
当
支
給
制
度

に
よ
る
約
１
億
７
，５
０
０
万
円

の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
２
億
２
，

６
０
８
万
２
千
円
（
51
・
５
％
）

の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
公
債
費
も
臨
時
財
政
対
策
債

な
ど
の
元
金
償
還
の
増
額
に
よ
り

３
，０
９
９
万
４
千
円
（
７
・
１

％
）
の
増
額
で
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的

経
費
の
合
計
で
２
億
６
，５
９
９

万
１
千
円
（
11
・
９
％
）
の
大
幅

な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

物
件
費
が
、
５
，０
２
５
万
７
千

円
（
７
・
０
％
）
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
電
算
シ
ス

テ
ム
の
更
新
な
ど
に
よ
り
２
，５

０
０
万
円
、
雇
用
対
策
等
賃
金
で

約
２
，５
０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増

額
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
を
３
千
万
円
増

額
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
出
金
が

２
，７
７
７
万
１
千
円
（
６
・
２

％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
的
な
予
算
は
伴
い

ま
せ
ん
が
、
平
成
22
年
度
は
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
住
民
団

体
な
ど
が
主
催
す
る
集
会
に
町
職

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
「
出

前
講
座
」
や
、
町
長
が
直
接
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
町
の
施
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
ほ
か
、「
ま
ち

づ
く
り
講
座
」
や
各
種
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
の
充
実
を

通
し
て
、
町
政
の
透
明
性
や
説
明

責
任
の
更
な
る
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計 

▼
▼
▼ 

歳
出
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議会費 議会改革関係経費【新規】 102万円

総務費

国民文化祭実行委員会事業負担金【新規】 220万円
鉄道施設バリアフリー化事業 4,600万円
参議院議員通常選挙 783万円
京都府知事選挙 321万円
京都府議会議員選挙 218万円
町長選挙 779万円
町議会議員選挙 262万円
国勢調査事業 766万円
京都地方税機構負担金【新規】 1,226万円

民生費

登録手話通訳者・要約筆記者派遣事業【新規】 11万円
障害者施設整備事業補助金【新規】 262万円
送迎サービス利用促進事業【新規】 126万円
地域活動支援センター運営補助金【新規】 200万円
乙訓福祉施設事務組合負担金 2,495万円
国民健康保険事業特別会計繰出金 8,266万円
火災警報器給付事業 420万円
高齢者緊急一時保護措置事業 21万円
介護老人福祉施設等整備事業補助金 450万円
後期高齢者人間ドック補助金【新規】 90万円
老人保健事業特別会計繰出金 69万円
後期高齢者医療保険事業特別会計繰出金（連合会負担金含む） 1億2,245万円
介護保健事業特別会計繰出金 1億3,196万円
子ども手当支給事業 2億7,509万円
児童手当支給事業の減額 △1億385万円
子育て支援センター事業【新規】 525万円

衛生費
新型インフルエンザワクチン費用軽減措置【新規】 190万円
女性特有のがん検診推進事業【新規】 342万円
乙訓環境衛生組合負担金 1億5,664万円

商工費 天王山美化事業（緊急雇用創出事業）【新規】 １00万円

土木費

雨水貯留施設設置助成事業【新規】 50万円
橋梁長寿命化計画に伴う点検調査業務【新規】 270万円
道路舗装修繕工事（ＪＲ山崎駅前）【新規】 810万円
下植野団地側溝改修工事【新規】 1,000万円
下水道事業特別会計繰出金 1億4,000万円

消防費
自主防災組織支援事業 305万円
乙訓消防組合負担金 3億2,108万円

教育費

大山崎小学校耐震補強工事（南校舎）【新規】 4,300万円
漁村体験活動事業【新規】 185万円
留守家庭児童会のあり方検討会設置【新規】 19万円
公民館改修工事【新規】 400万円
史跡大山崎瓦窯跡・養生シート敷設【新規】 420万円

議会費　1億1,201万6千円

総務費
6億8,504万9千円

民生費
16億2,525万4千円

衛生費
4億7,105万1千円

土木費
3億3,469万4千円

消防費
3億5,128万9千円

教育費
5億5,757万5千円

公債費
4億6,525万5千円

労働費
3,218万9千円

農林水産業費
2,792万1千円

商工費
2,332万5千円

災害復旧費
2千円

予備費
500万円

歳出 目的別グラフ 主な事業と予算額

町
民
１
人
あ
た
り
で

歳
入
・
歳
出
を
見
る
と

歳
入
予
算
額

歳
出
予
算
額

町　　税
町
民
１
人
あ
た
り
町
税
予
算
額 

　

９
６
，０
４
３
円 

　
　
　
　
　
　
　（
３１
・
５
％
）

町
税（
法
人
分
）予
算
額 

　

７
２
，８
６
４
円

　
　
　
　
　
　
　 （
2３
・
９
％
）

そ
の
他 

　
１
３
５
，７
３
８
円

　
　
　
　
　
　
　（
４４
・
６
％
）

予
備
費

公
債
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

消
防
費

土
木
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

労
働
費

衛
生
費

民
生
費

総
務
費

議
会
費

３
２
５
円

３
０
，２
１
７
円
０
円

３
６
，２
１
３
円

２
２
，８
１
５
円

２
１
，７
３
８
円

１
，５
１
５
円

１
，８
１
３
円

２
，０
９
１
円

３
０
，５
９
４
円

１
０
５
，５
５
７
円

４
４
，４
９
２
円

７
，２
７
５
円

※�

平
成
22
年
3
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

人
口
（
１
５
，３
９
７
人
）
で
計
算
し
て
い

ま
す
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子育てが楽しい町ってどう？
全国で、子どもが被害にあう事件や事故が後を絶ちません。

長引く不況などで、安心して子どもを産み、育てることが困難な時代です。

でも、いつの時代も子どもは未来の宝であり、地域の宝。

子どもたちの笑顔が溢れる町、子育てが楽しい町を、みんなで作っていきましょう。

　
厚
生
労
働
省
、（
福
）全
国
社
会
福
祉
協

議
会
、（
財
）こ
ど
も
未
来
財
団
が
主
唱
す

る
児
童
福
祉
週
間
。
児
童
福
祉
の
理
念
を

広
げ
る
た
め
、
ま
た
、
国
民
の
児
童
に
対

す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
、
昭
和
22
年
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
福
祉
の
理
念
（
児
童
福
祉
法
第
１
条
）

○ 

す
べ
て
国
民
は
、
児
童
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
生
ま
れ
、
且
つ
、
育
成
さ
れ

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○ 

す
べ
て
児
童
は
、
等
し
く
そ
の
生
活
を

保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
17
年
度
〜
21

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
前
期
計
画
に
引

き
続
き
、
今
後
５
年
間
の
大
山
崎
町
の
子

育
て
支
援
・
次
世
代
育
成
支
援
施
策
の
基

調
と
な
る
、
大
山
崎
町
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）「
お
お
や

ま
ざ
〝
き
っ
ず
（
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）〞
い
き
い

き
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
理
念
と
、
理
念
を
実

現
す
る
た
め
の
５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
で
は
数
値
目
標
を
設
定
し

て
お
り
、
今
後
の
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
そ
の
達
成
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

計
画
の
理
念

地
域
が
つ
な
が
る
子
育
て
支
援
の
輪

〜 

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
〜

計
画
の
基
本
目
標

① 
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
輪

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
ま
ち
づ
く
り

② 
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
③ 

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
し
、
豊
か
な
個

性
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

④ 

子
ど
も
を
生
み
、
育
て
や
す
い
ま
ち
づ

く
り

⑤ 

仕
事
と
生
活
の
調
和
が
実
現
で
き
る
ま

ち
づ
く
り

数
値
目
標
の
例

○
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
実
施

　
計
画
期
間
中
に
１
カ
所

○
一
時
保
育
事
業

　
現
行
１
カ
所
↓
計
画
期
間
中
に
２
カ
所

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　
の
実
施

　
計
画
期
間
中
に
１
カ
所

大
切
な
﹁
連
携
・
協
働
﹂　

　
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
計
画
的
に
子
育
て
支
援
施
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
こ
の
計
画
の
理

念
は
、
町
行
政
だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
・
協
働
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
、

そ
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
町
の
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

﹁
お
お
や
ま
ざ

〝
き
っ
ず︵
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
︶〟

い
き
い
き
プ
ラ
ン
﹂を
策
定
し
ま
し
た

5
月
5
日
〜
11
日
は

児
童
福
祉
週
間
で
す
。

地
球
は
ね

笑
顔
が
つ
ま
っ
た

星
な
ん
だ

 

（
平
成
22
年
度
標
語
）



　
町
で
は
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
の

交
流
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
子
育
て
に

関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

﹁
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹂

開
設
日
時
＝
毎
週
火
〜
金
（

年
末
年
始

を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

問
＝
ゆ
め
ほ
っ
ぺ

　
　
☎
９
５
９
―
９
０
５
０

町
立
各
保
育
所

内
容
＝
①
園
庭
開
放
　
②
子
育
て
相
談

と
き
＝
毎
週
火
（

年
末
年
始
、
お
盆
の

時
期
を
除
く
）

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
＝
大
山
崎
町
保
育
所

　
　
☎
９
５
６
―
３
３
９
７

　
　
第
２
保
育
所

　
　
☎
９
５
７
―
１
１
２
０

　
　
第
３
保
育
所

　
　
☎
９
５
７
―
６
０
９
１

　
今
年
４
月
か
ら
、
従
来
の
児
童
手
当
制

度
を
吸
収
す
る
形
で
「
子
ど
も
手
当
」
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
則
と
し
て
、
今
年
３
月
末
時
点
で
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、
新
た
な

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
新
規
対
象
者
な
ど
、
認
定
申
請
な
ど
の

手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、
個
別
に
案
内

文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
案

内
に
従
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
回
目
の
支
給
月
は
６
月
で
す
。

※ 

手
続
き
が
、
案
内
に
記
載
し
て
い
る
期

限
を
過
ぎ
る
と
、
支
給
時
期
が
遅
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

※ 

新
た
に
「
子
ど
も
手
当
」
の
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
個
別
の
案
内
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

　
　（
内
線
１
５
７
・
１
５
９
）

　いつもお子さんと「ゆめほっぺ」を利用していた
お母さん。この４月からお子さんが保育所に通うこ
とになり、「ゆめほっぺ」の嶋田センター長にお礼の
手紙をくれました。

な
お
、
１
回
目
の
支
給
月
は
６
月
で
す
。

「ゆめほっぺ」利用者の声

　保育所、 初日は元気に行ってきました。帰ってからも

興奮が止まらず、 外へ行きたいとせがまれました。保育

所の先生からは、「 探検好きで、上手に遊ぶので、よく

外遊びなどされてましたか？」と聞かれました。これも「 ゆ

めほっぺ」 のおかげかと思うと嬉しかったです。

　今思えば、もっと早く「 ゆめほっぺ」 に参加すれば良

かったなと思っています。育児休暇をもっと有意義に過

ごせたんじゃないかなと、 少し後悔しています。育児の

相談や断乳、初めてのお弁当。ママ友もできました。子

どもは１人で育てるんじゃないと気付かされました。

　嶋田さんのあたたかさ、「 ゆめほっぺ」 の存在に、感

謝の気持ちでいっぱいです。本当にお世話になりました。

ありがとうございます。また時間のあるときは必ず顔を出

しますね。

広報おおやまざき7

しますね。

　
　
　
　

﹁
子
ど
も
手
当
﹂
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

重要！

子
育
て
交
流
の
場
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹁
町
立
各
保
育
所
﹂と﹁
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹂
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中
央
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
木
か
ら
空
調
機
使
用
料
を
徴
収

65歳以上の高齢者世帯対象

住宅用火災警報器購入・設置費を助成
問・申請先＝町民健康課
☎956－2101（内138）

問
＝
中
央
公
民
館

　
☎
９
５
７
―
１
４
２
１

　
消
防
法
に
よ
り
、
来
年
６
月
以

降
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
へ
の
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

助
成
対
象
＝
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅

に
設
置
す
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
購
入
し
た
方
の
う
ち
、
次
の

要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○�
町
内
に
在
住
で
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯

○�

火
災
警
報
器
を
購
入
・
設
置
し
た

の
が
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
で

あ
る

助
成
金
額
＝
火
災
警
報
器
の
購
入
・

設
置
に
か
か
る
総
費
用
の
１
／
２

※
上
限
3
，
5
０
０
円

申
請
方
法
＝
申
請
書
（
役
場
１
階
町

民
健
康
課
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
火
災
警
報
器
購
入
・
設
置
費
の

領
収
書
原
本
を
添
え
て
上
記
申
請
先

ま
で
。

※�

領
収
書
は
、
申
請
者
が
購
入
し
た

こ
と
が
分
か
る
内
容
で
あ
る
こ
と

　
平
成
22
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

で
「
大
山
崎
町
立
中
央
公
民
館
の
設

置
、
管
理
及
び
職
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
22

年
７
月
１
日
施
行
）」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
年
７
月

１
日
木
以
降
、
空
調
機
を
使
用
さ
れ

た
団
体
か
ら
、
空
調
機
使
用
料
を
徴

収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

施
設
使
用
料
は
従
来
と
変
更
あ
り

ま
せ
ん

施
設
使
用
料
と
空
調
機
使
用
料
の

全
額
免
除
対
象

○�

次
の
団
体
が
直
接
申
請
、運
営
し
、

「
公
用
」
に
使
用
す
る
場
合

　�

▼
大
山
崎
町
お
よ
び
町
教
育
委
員

会
（
町
議
会
・
各
種
行
政
機
関
を

含
む
）
▼
町
内
の
公
的
団
体
（
町

体
育
協
会
・
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
大
山
崎
町
お
よ
び
町
教
育
委
員

会
と
、
町
内
の
公
的
団
体
の
属
す

る
乙
訓
管
内
お
よ
び
府
下
の
公
的

団
体
の
会
合
な
ど
で
、
本
町
が
当

番
町
と
な
っ
て
い
る
も
の

○�

大
山
崎
町
と
町
内
の
公
的
団
体
が

ほ
か
の
団
体
と
共
催
し
て
、
運
営

す
る
場
合

○�

大
山
崎
町
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
、
必
要
な
町
内
の
公
的
団
体

に
運
営
を
委
託
し
て
い
る
場
合

※�

そ
の
ほ
か
、
特
別
な
場
合
は
町
教

育
委
員
会
が
判
断
し
ま
す

施
設
使
用
料
の
み
の
減
免
対
象

○�

障
害
の
あ
る
方
々
で
構
成
さ
れ
る

団
体

※�

そ
の
ほ
か
、
特
別
な
場
合
は
町
教

育
委
員
会
が
判
断
し
ま
す

　 9:00 ～
12：00

13:00 ～
17：00

18:00 ～
21：30

本

館

ホール 600 1,000 1,100
実習室１
実習室２
和室１
和室２

200 300 350

講座室 400 600 700
２階会議室
談話室 200 400 500

別

館

大研修室１
大研修室２ 300 400 450

第１研修室
和室

料理講習室
400 600 700

第２研修室 200 400 500

　 9:00 ～
12：00

13:00 ～
17：00

18:00 ～
21：30

本

館

ホール 1,800 2,400 2,100
実習室１
実習室２
和室１
和室２

300 400 350

講座室 600 800 700
２階会議室
談話室 200 300 250

別

館

大研修室１
大研修室２ 900 1,200 900

第１研修室
和室

料理講習室
600 800 600

第２研修室 200 300 200

施設使用料一覧� （単位：円）

空調機使用料一覧� （単位：円）

住宅用火災警報器イメージ

※別館の夜間利用時間は21：00まで

※別館の夜間利用時間は21：00まで
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経
済
対
策
を
実
施
し
ま
す

各
種
融
資
制
度
利
用
者
に
保
証
料
を
補
助

問
・
申
請
先
＝
経
済
環
境
課
経
済
観
光
係�

☎
９
５
６
―

２
１
０
１︵
内
２
４
３
︶

こ
こ
に
挙
げ
る
各
種
融
資
制
度
の
利
用
者
に
対
し
、

町
が
保
証
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
町
内
の
中
小
企
業
者
が
、
左
記
の
融
資

を
京
都
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
得
て
借

り
入
れ
た
場
合
、
町
が
保
証
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　
勤
務
先
の
倒
産
な
ど
で
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
府
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

を
対
象
に
、
京
都
府
と
近
畿
労
働
金
庫
が

提
携
し
て
低
金
利
の
諸
融
資
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
町
内
に
在
住
の
利

用
者
を
対
象
に
、
保
証
機
関
で
負
担
さ
れ

る
保
証
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
京
都
府
の
諸
融
資
制
度

○
再
就
職
対
策
資
金
特
別
融
資
制
度

○�

不
況
・
災
害
応
急
生
活
資
金
特
別
融
資

制
度

○
高
齢
退
職
者
生
活
資
金
特
別
融
資
制
度

問
（
融
資
に
関
し
て
）
＝
近
畿
労
働
金
庫
長
岡
支
店
　
☎
９
５
３
―
１
１
７
１

京
都
府「
中
小
企
業
融
資
制
度
」

京
都
府「
不
況
・
応
急
生
活
資
金
等
特
別
融
資
制
度
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク「
就
職
安
定
資
金
融
資
」

問
︵
融
資
に
関
し
て
︶
＝
京
都
府
経
営
支
援
課
　
☎
４
１
４
―
４
８
２
２

　
解
雇
や
雇
用
期
間
満
了
に
よ
る
雇
い
止

め
な
ど
、
事
業
主
の
都
合
に
よ
る
離
職
に

よ
り
住
居
喪
失
状
態
と
な
っ
て
い
る
離
職

者
を
対
象
に
、
保
証
機
関
で
負
担
さ
れ
る

保
証
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

○
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

○
認
定
時
、
前
年
度
の
町
民
税
を
完
納
し

て
い
る

対
象
と
な
る
借
入
金
額
＝
融
資
制
度
限
度

額
以
下
の
借
入
金

補
助
額
＝
借
入
金
に
対
し
保
証
機
関
が
徴

収
す
る
保
証
料
の
１
／
２

※�

上
限
５
０
，
０
０
0
円
。
保
証
料
支
払

い
後
、
申
請
を
受
け
て
助
成
し
ま
す

補
助
対
象
期
間
＝
保
証
料
を
支
払
っ
た
日

の
属
す
る
年
度
ま
た
は
翌
年
度

問
（
融
資
に
関
し
て
）
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
京
都
七
条
　
☎
３
４
１
―
８
６
０
９

対
象
と
な
る

融
資
制
度

京
都
府

﹁
あ
ん
し
ん
借
換
融
資
﹂

京
都
府

﹁
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融
資
﹂

京
都
府

﹁
経
済
変
動・雇
用
対
策
融
資
﹂

対

象

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
町
内
の
中
小
企
業
者
。

○�

本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
が
、大
山
崎
町
内
の
事
業
所
で
１
年
以
上
事
業
を
行
い
、

か
つ
、
継
続
し
て
そ
の
事
業
を
営
む
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
方
。
た
だ
し
、
金
融

業
、
保
険
業
、
不
動
産
業
、
証
券
業
、
純
享
楽
的
風
俗
営
業
を
除
く

○
認
定
時
、
前
年
度
の
町
民
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
認
定
時
、
借
入
金
の
返
済
成
績
が
良
好
な
方

※
補
助
金
は
、
保
証
料
支
払
い
後
、
申
請
を
受
け
て
助
成
し
ま
す

対
象
と
な
る

借
入
金
額
「
あ
ん
し
ん
借
換
融
資
」

限
度
額
以
下
の
借
入
金

「
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融

資
」
限
度
額
以
下
の
借
入
金
「
経
済
変
動
・
雇
用
対
策
融

資
」
限
度
額
以
下
の
借
入
金

補

助

額

借
入
金
に
対
し
保
証
協
会
が
徴
収
す
る
保
証
料
の
１
／
２
。

※
上
限
５
０
，
０
０
０
円

補
助
対
象

期

間

融
資
実
行
日
が
平
成
20
年

８
月
30
日
～
平
成
23
年
３

月
31
日
の
も
の

保
証
料
を
支
払
っ
た
日
の
属

す
る
年
度
ま
た
は
翌
年
度

融
資
実
行
日
が
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
の
も
の



情
報
公
開
請
求
書
は
役
場
３
階
総
務
課
（
32
番
窓
口
）
に
置
い
て
い
ま
す

10広報おおやまざき

平成21年度の運用状況

情報公開・個人情報保護制度
問・申請先＝総務課自治政策係
☎956－2101（内315）

情
報
公
開
制
度

　
本
町
で
は
、「
開
か
れ
た
町
政
」
を
推
進
す
る

た
め
に
、
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
町
が
保
有

す
る
公
文
書
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
開
を

希
望
す
る
方
は
、
役
場
３
階
総
務
課
自
治
政
策
係

窓
口
で
情
報
公
開
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⓠ
誰
で
も
請
求
で
き
る
の
？

Ⓐ
は
い
。
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

Ⓠ
ど
ん
な
情
報
も
公
開
さ
れ
る
の
？

Ⓐ�
い
い
え
。
特
定
の
個
人
に
関
す
る
情
報
や
、
公

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
正
な
行
政
運
営
に
支

障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
情
報
な
ど
は
公
開
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
該
当
す
る
文
書

が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

Ⓠ�
請
求
し
て
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
で
公
開
・
非
公

開
が
決
定
さ
れ
る
の
？

Ⓐ 
請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
日
か
ら
15
日
以
内
で

す
。
た
だ
し
、
特
別
な
場
合
は
60
日
を
限
度
と

し
て
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ⓠ
決
定
に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
は
？

Ⓐ�
決
定
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
60
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
し
立
て
に
対
し
て
は
、
公
平
な
立
場
の

第
三
者
機
関
で
あ
る
「
大
山
崎
町
情
報
公
開
審

査
会
」の
意
見
を
尊
重
し
て
回
答
を
行
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
町
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、「
私
の
学
校
で
の
内
申
書
を
見
せ

て
ほ
し
い
」
と
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ⓠ
ど
ん
な
場
合
で
も
開
示
さ
れ
る
の
？

Ⓐ�
い
い
え
。
他
の
人
に
関
す
る
情
報
が
分
か
る
場

合
や
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
正
な
行
政

運
営
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
情
報
な
ど

は
開
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

実施機関 請求
件数

内　　訳

公開 部分公開 非公開 文書
不存在 取り下げ 不服

申し立て
町長 11 ６ ４ １ ６

教育委員会 ６ ２ ３ １
選挙管理委員会
公平委員会
監査委員 １ １
固定資産評価
審査委員会

農業委員会

水道事業管理者 １ ２

議　会

合　計 19 11 ７ １ ７ ０ ０

実施機関 請求件数
内　　訳

開示 部分開示 不開示 文書
不存在

不服
申し立て

町長 ７ ６ １
教育委員会

選挙管理委員会
公平委員会
監査委員

固定資産評価
審査委員会

農業委員会

水道事業管理者

議　会

合　計 ７ ６ ０ ０ １ ０

情報公開制度運用状況

個人情報保護制度運用状況

※空欄は０を表します
※�1件の情報公開請求に複数の請求用件が含まれている場合があるため、請求件数と内訳
件数は同じにならない場合があります
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国民健康保険・長寿医療制度加入者が対象

人間ドックなどの費用を助成
問・申請先＝町民健康課
☎956－2101（内128・121）

投票結果

開票結果

京
都
府
知
事
選
挙

お
知
ら
せ
し
ま
す
。投
開
票
結
果

対
象
＝
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
内
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
。

○�
大
山
崎
町
の
国
民
健
康
保
険
に
引

き
続
き
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る

○�

国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
到
来
分

ま
で
完
納
し
て
い
る

○�

受
診
日
現
在
、
満
30
歳
以
上
で
入

院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い

○�

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
お
い
て

は
、
同
一
年
度
内
に
「
特
定
健
康

診
査
」「
長
寿
健
康
診
査
」「
長
寿

医
療
制
度
の
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受

診
し
て
い
な
い
（
し
な
い
）

助
成
回
数
＝
１
年
度
１
回

　
４
月
11
日
日
に
執
行
さ
れ
た
京
都

府
知
事
選
挙
の
大
山
崎
町
に
お
け
る

投
・
開
票
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で

し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
指
定
投

票
区
制
度
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、

不
在
者
投
票
を
全
て
第
２
投
票
区
に

加
算
し
て
い
ま
す
。

問
＝
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

　（
内
３
２
４
）

対
象
＝
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
制
度
加
入
者
の
内
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○�

本
町
に
６
カ
月
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る

○�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
期

到
来
分
ま
で
完
納
し
て
い
る

○
受
診
日
現
在
、
入
院
し
て
い
な
い

○�
同
一
年
度
内
に「
特
定
健
康
診
査
」

「
長
寿
健
康
診
査
」「
国
民
健
康
保

険
の
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
診
し
て

い
な
い
（
し
な
い
）

助
成
回
数
＝
１
年
度
１
回

受
付
期
間
＝
５
月
６
日
木
か
ら

（
い
ず
れ
も
）

実
施
医
療
機
関
＝
▼
済
生
会
京
都
府
病
院
▼
京
都
桂
病
院
▼
蘇
生
会
総
合
病
院

▼
坂
崎
診
療
所
（
新
規
）
▼
京
都
工
場
保
健
会
（
新
規
）

申
請
方
法
＝
印
鑑
と
被
保
険
者
証
を
上
記
申
請
先
ま
で
持
参
の
う
え
、
受
診
申

込
、
助
成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
健
診
利
用
券
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

受
診
当
日
、
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
者
負
担
額
＝
検
査
費
用
の
３
割
相
当
額

投票区名 第1投票区 第2投票区 第3投票区 第4投票区
計

投票所名 大山崎�
ふるさとセンター

大山崎町
役場

円明寺が丘�
自治会館

下植野
集会所

当日有権者
（人）

男 1,257� 1,660� 2,344� 731� 5,992�
女 1,328� 1,723� 2,614� 743� 6,408�
計 2,585� 3,383� 4,958� 1,474� 12,400�

投票者数
（人）

男 485� 630� 1,082� 282� 2,479�
女 515� 644� 1,160� 310� 2,629�
計 1,000� 1,274� 2,242� 592� 5,108�

投票率
（％）

男 38.58� 37.95� 46.16� 38.58� 46.78�
女 38.78� 37.38� 44.38� 41.72� 46.93�
計 38.68� 37.66� 45.22� 40.16� 46.85�

候補者氏名 党派 得票数
門　ゆうすけ 無所属 2,461
山田　啓二 無所属 3,262

※上記の投票者数のほか、期日前投票が男324票、女378票、計702票ありました
※�投票率の計は、各投票区および期日前投票の投票者数の合計を当日有権者数で割ったも
のです

※このほか、無効投票が87票ありました

大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

〜
実
施
医
療
機
関
を
追
加
し
ま
し
た
〜

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度
加
入
者
の

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す（
脳
ド
ッ
ク
は
助
成
対
象
外
）

〜
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
ま
す
〜


